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福島県

　
〝
あ
の
日
〞
か
ら
4
年
、
女
川
町
は
い

よ
い
よ
3
月
21
日
に
、女
川
駅
周
辺
の「
ま

ち
び
ら
き
」
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

小
誌
が
発
行
す
る
頃
に
は
、
す
で
に
記
念

式
典
を
終
え
て
い
る
の
で
、

そ
の
様
子
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
は
残
念
だ

が
、
復
興
に
向
け
て
、
幾

多
の
辛
苦
に
耐
え
な
が
ら

歩
ん
で
き
た
、
女
川
町
民

の
皆
さ
ん
の
思
い
が
、
ひ

と
つ
の
形
に
な
っ
て
現
れ

る
の
は
大
変
喜
ば
し
く
、

お
祝
い
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

今
回
の「
ま
ち
び
ら
き
」

ぽ
っ
ぽ
』
と
Ｊ
Ｒ
女
川
駅
の

開
業
を
記
念
し
た
も
の
。

　

大
震
災
以
来
不
通
と
な
っ
て
い
た
Ｊ
Ｒ

石
巻
線
浦
宿
〜
女
川
間
が
運
行
再
開
し
、

女
川
駅
も
再
建
さ
れ
、
か
つ
て
は
駅
に
併

設
さ
れ
て
い
た
『
ゆ
ぽ
っ
ぽ
』
も
新
た
に

生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
そ
の
周
辺
も
、
民
間

施
設
で
あ
る『
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
』

や
水
産
業
体
験
館
『
あ
が
い
ん
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
』、『
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
』
や
『
物

産
セ
ン
タ
ー
』
な
ど
が
、こ
れ
以
降
、続
々

と
整
備
さ
れ
て
い
く
。

　

駅
前
広
場
か
ら
女
川
湾
に
続
く
、
プ
ロ

ム
ナ
ー
ド
に
隣
接
す
る
テ
ナ
ン
ト
型
の
商

店
街
に
は
物
販
、
サ
ー
ビ
ス
、
飲
食
等
の

様
々
な
業
種
の
店
舗
が
入
居
予
定
。
年
末

に
は
新
し
い
町
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

今
回
オ
ー
プ
ン
し
た
、
女
川
駅
と
『
ゆ

ぽ
っ
ぽ
』
の
一
体
型
施
設
は
、
ウ
ミ
ネ
コ

が
羽
ば
た
く
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
曲
線

を
描
く
大
屋
根
が
特
徴
。
世
界
的
建
築
家

の
坂

ば
ん
し
げ
る茂

氏
が
設
計
し
た
。
海
へ
続
く
プ
ロ

ム
ナ
ー
ド
に
合
わ
せ
、
新
し
い
町
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
る
。
施
設
は
鉄
骨
造
り
一
部
木

造
3
階
建
て
で
、延
べ
面
積
は
8
9
9
．51

㎡
。1
階
は
駅
機
能
と
温
泉
施
設
の
受
付
、

2
階
が
浴
場
、
3
階
に
は
海
を
見
下
ろ
す

展
望
デ
ッ
キ
を
設
け
て
、
誰
も
が
無
料
で

女
川
湾
と
町
を
一
望
で
き
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

　

2
階
の
浴
室
壁

面
に
は
、
日
本
画

家
の
千

せ
ん
じ
ゅ
ひ
ろ
し

住
博
氏
が

原
画
を
手
掛
け
た

タ
イ
ル
画
、
休
憩

室
に
は
、
全
国
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
花

の
イ
ラ
ス
ト
と
千

住
氏
の
絵
を
融
合

し
た
、
デ
ザ
イ
ナ

ー
の
水み

と戸
岡お

か
え
い
じ

鋭
治

氏
に
よ
る
1
枚
の

巨
大
な
タ
イ
ル
画

が
彩
る
。
ア
ー
ト
の
持
つ
創
造
性
で
、地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
と
地
域
活
性
化

を
図
る
狙
い
と
な
っ
て
い
る
。

　

女
川
町
の
復
興
事
業
は
、
瓦
礫
撤
去
に

始
ま
り
、
高
台
の
切
り
土
造
成
と
、
被
災

地
低
地
部
エ
リ
ア
の
盛
り
土
造
成
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
と
非
常
に
大
規
模
な
も
の
だ
が
、

複
数
の
事
業
を
同
時
進
行
で
行
う
と
い
う
、

非
常
に
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
わ

れ
て
い
る
。

　

こ
の
間
、
住
民
や
行
政
の
努
力
は
大
変

な
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
今
回
の
「
ま

ち
び
ら
き
」に
よ
っ
て
、大
き
く
前
進
し
、

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
女
川
町
に
、
改
め

て
拍
手
を
送
り
た
い
。

は
、
中
心
部
の

復
興
事
業
で
最

初
の
大
型
施
設

と
な
る
、
温
泉

温
浴
施
設
『
ゆ

復興の始発駅、JR女川駅・ゆぽっぽ開業

プロムナード（遊歩道）を核に、
“街”がつくられる

女川町にぎわい
の拠点
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電電源源地地域 域 振振興興トトピピッッククスス

このコーナーでは電源地域各地の地域
振興に向けた話題を取り上げています。
今回は、東日本大震災から４年、宮城県
女川町の「まちびらき」の開催と福島県
が開催するディスティネーション・キャン
ペーン、それに石川県
志賀町の『西能登おも
てなし丼』の話題をご
紹介します。

町の活性化と“再生”に町の活性化と“再生”に
向けた各地の取り組み向けた各地の取り組み新

生
女
川
が

「
ま
ち
び
ら
き
」を
開
催

宮
城
県
女お

な
が
わ
ち
ょ
う

川
町

町の活性化と“再生”に
向けた各地の取り組み
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デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
以
下
Ｄ
Ｃ
）
と
は
、
北
海
道
か
ら
九
州

ま
で
の
J
R
グ
ル
ー
プ
旅
客
6
社
と
、
指

定
さ
れ
た
自
治
体
、
地
元
の
観
光
事
業
者

等
が
協
働
で
実
施
す
る
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
こ
と
。
福
島
県
の
、
プ
レ
Ｄ
Ｃ
は
す
で

に
昨
年
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る
が
、
本
番

は
4
月
1
日
か
ら
6
月
30
日
ま
で
。
県
下

各
地
で
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
特
別
企
画

が
催
さ
れ
る
。

　

昭
和
53
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、国
内
で
は
最
大
級
の
も
の
で
、

受
地
と
な
る
地
元
観
光
関
係
者
と
自
治
体

側
は
、
観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
磨
き

上
げ
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
お
も
て

な
し
の
充
実
な
ど
の
体
制
を
整
備
し
、
Ｊ

Ｒ
側
は
開
催
地
を
全
国
に
集
中
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
で
全
国
か
ら
の
送
客
を
図
る
も
の
。

　

福
島
県
と
し
て
は
、
東
日
本
大
震
災
の

復
興
の
ア
ピ
ー
ル
と
風
評
被
害
の
払
拭
、

観
光
素
材
の
掘
り
起
こ
し
と
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
な
ど
で〝
福

島
フ
ァ
ン
〞
を
増

や
す
こ
と
や
地
域

経
済
の
活
性
化
を

目
指
す
。
こ
れ
を

機
に
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
終
了
後

も
継
続
で
き
る

観
光
推
進
体
制

の
確
立
を
大

き
な
目
的
と

し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、「
福
が
満
開
、
福
の
し

ま
。」を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
か
か
げ
て
、

県
全
域
を
ひ
と
つ
の
エ
リ
ア
と
し
て
展

開
、
全
県
版
の
総
合
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
大

量
に
印
刷
す
る
ほ
か
、「
花
」「
温
泉
」「
歴

史
・
文
化
」「
人
」
な
ど
テ
ー
マ
ご
と
に

全
県
を
楽
し
め
る
企
画
を
実
施
す
る
。

　

例
え
ば
、
県
内
各
地
に
隠
さ
れ
た
宝
箱

を
探
す
体
験
型
の
宝
探
し
ゲ
ー
ム
や
、
県

内
の
花
の
名
所
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

か
ら
、『
小
原
庄
助
の
ん
び
り
プ
ラ
ン
』

と
銘
打
ち
、
県
内
温
泉
施
設
約
1
0
0
ヶ

所
で
「
朝
寝
・
朝
酒
・
朝
湯
」
が
楽
し
め
る

プ
ラ
ン
な
ど
が
企
画
さ
れ
て
い
る
。
専
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://dc-fukushim

a.
jp/

が
開
設
さ
れ
て
い
る
の
で
、
さ
ら
に

詳
し
い
情
報
が
取
得
で
き
る
。

　

石
川
県
志
賀
町
で
は
、『
西
能
登
お
も

て
な
し
丼
』
と
い
う
新
た
な
産
品
開
発
を

進
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
町
産
の
食
材
を

3
分
の
1
以
上
使
う
条
件
の
フ

ー
ド
メ
ニ
ュ
ー
で
、
町
の
観

光
協
会
が
認
定
す
る
も
の
。

町
内
18
の
飲
食
店
な
ど
が
、

合
計
40
品
目
を
提
供
し
て
い
る
。

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
『
地

域
の
じ
ま
ん
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』
の
ひ
と
つ
で
、
昨
年
度

か
ら
、観
光
協
会
や
飲
食
店
組
合
、

行
政
な
ど
が
、
一
体
と
な
っ
て
事

業
展
開
を
し
て
き
た
。

　

本
年
度
は
、
主
に
広
報
展
開
を

実
施
し
、
Ｔ
Ｖ
・
新
聞
な
ど
マ
ス

コ
ミ
へ
の
周
知
や
、
町
外
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
、『
西
能
登
お
も
て
な
し

丼
』
を
ア
ピ
ー
ル
。
同
時
に
、「
お
も

て
な
し
」
の
具
現
化
を
学
び
・
検
討
・

推
進
す
る
研
修
会
や
、「
ア
ド
バ
イ
ス
＆

撮
影
会
」
な
ど
を

実
施
し
て
、
推
進
す
る
事
業
者

の
意
識
向
上
を
図
っ
た
。

　

昨
年
に
比
べ
て
、
事
業
を

展
開
す
る
店
舗
数
は
８
軒
か

ら
18
軒
に
増
加
し
、
メ
ニ

ュ
ー
数
は
10
か
ら
40
に
伸

び
た
。
事
業
効
果
は
確
実

に
現
れ
て
き
て
い
る
。

　

今
年
度
作
成
さ
れ
た

総
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

は
、
志
賀
町
自
慢
の
海

産
物
や
農
作
物
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
丼
を
一
品

ず
つ
紹
介
し
て
い
る
。

農
家
や
漁
家
が
〝
お
い
し
さ
の
秘

密
〞
な
ど
を
語
っ
て
、
志
賀
町
の
食
材
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ど
、
読
み
物
と
し
て
も

楽
し
め
る
内
容
だ
。

　

今
年
は
、
北
陸
新
幹
線
の
開
業
に
合
わ

せ
て
、
首
都
圏
か
ら
の
多
く
の
観
光
客
が

来
町
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
志
賀
町

は
、
こ
の
『
西
能
登
お
も
て
な
し
丼
』
と

と
も
に
、
さ
ら
な
る
知
名
度
ア
ッ
プ
を
目

指
し
て
い
る
。

今年度に作成した
総合パンフレット

〔上〕見栄えの良さを図る「アドバイス＆撮影会」を実施
〔下〕町民全体で「おもてなし」の具現化を学び・検討・推進する研修会

「小原庄助のんびりプラン」のパンフレット
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福
島
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
始
ま
る

福
島
県

能
登
お
も
て
な
し
丼
で
、

町
の
さ
ら
な
る
知
名
度
ア
ッ
プ
を

石
川
県
志し

か賀
町ま

ち

西
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